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代表質問（要旨）

佐
藤
光
雄
議
員
（
民
主
）

多
く
の
命
を
預
か
る
医
療
施
設
や

社
会
福
祉
施
設
の
耐
震
化
は
優
先

的
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

大
規
模
停
電
時
に
も
十
分
な
医
療

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
国
の
補
助

対
象
外
の
中
小
規
模
の
医
療
施
設

の
電
力
確
保
に
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
。

知
事　

国
の
経
済
対
策
に
よ
り
創

設
さ
れ
た
臨
時
特
例
交
付
金
な
ど

を
活
用
し
、
災
害
拠
点
病
院
や
二
次

救
急
病
院
、
障
害
者
施
設
な
ど
の
耐

震
化
を
促
進
し
て
い
く
ほ
か
、
老
人

福
祉
施
設
は
県
単
独
の
助
成
に
よ

り
進
め
る
。
ま
た
、
自
家
発
電
装
置

の
整
備
に
つ
い
て
、
国
庫
補
助
制
度

の
拡
充
を
要
望
し
て
い
る
。

議
員　

若
年
者
の
雇
用
情
勢
は
大

変
厳
し
く
、
新
卒
時
に
正
規
雇
用
の

職
に
就
け
な
い
と
、
非
正
規
の
ま
ま

働
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

フ
リ
ー
タ
ー
の
正
規
雇
用
化
な
ど

若
年
者
の
雇
用
対
策
は
。

知
事　

新
卒
者
対
象
の
就
職
面
接

会
や
、
高
卒
・
大
卒
な
ど
の
未
就

職
者
を
雇
用
し
な
が
ら
就
職
支
援

を
行
う
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
非
正
規
雇
用
者
に
は
、
県
内

六
か
所
の
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
で

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
職

業
紹
介
な
ど
の
総
合
的
な
就
職
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
一
人
で
も
多

く
の
若
者
が
安
定
し
た
職
に
就
け

る
よ
う
産
業
振
興
策
な
ど
も
含
め

た
雇
用
対
策
に
取
り
組
む
。

議
員　

農
林
水
産
物
の
安
全
・
安

心
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
放
射

性
物
質
検
査
の
正
確
な
情
報
を
わ

か
り
や
す
い
か
た
ち
で
消
費
者
に

伝
え
る
こ
と
、
公
表
さ
れ
た
デ
ー

タ
か
ら
リ
ス
ク
を
判
断
す
る
た
め

の
正
確
な
知
識
を
消
費
者
に
身
に

つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
だ

が
、
そ
の
対
策
は
。

知
事　

さ
ら
な
る
安
全
確
保
の
た

め
、
環
境
放
射
線
監
視
セ
ン
タ
ー
へ

の
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出
器

の
追
加
導
入
や
市
町
村
の
簡
易
分

析
機
器
導
入
支
援
な
ど
を
九
月
補

正
予
算
案
で
措
置
し
た
。
消
費
者
の

安
心
確
保
の
た
め
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
検
査
結
果
の
表
示
方
法
を
工

夫
し
た
り
、
講
演
会
の
開
催
・
学
習

会
へ
の
県
職
員
派
遣
な
ど
で
き
め

細
か
に
対
応
す
る
。

（
ほ
か
に
、
知
事
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

の
達
成
状
況
及
び
復
興
に
向
け
た
決

意
、
官
製
談
合
問
題
な
ど
も
質
問
）

医
療
施
設
な
ど
の
耐
震
化
は

国
の
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
た
耐
震
化
促
進

臼
井
平
八
郎
議
員
（
自
県
ク
） 

平
成
二
十
四
年
四
月
に
開
校
す
る

境
特
別
支
援
学
校
に
は
、
特
別
支
援

教
育
の
セ
ン
タ
ー
的
機
能
を
備
え

な
が
ら
農
園
芸
な
ど
地
域
資
源
を

活
用
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

を
望
む
。 

教
育
長　

同
学
校
で
は
、
働
く
力
の

育
成
を
学
校
づ
く
り
の
中
心
に
す

え
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。
広
大
な

敷
地
を
活
用
し
て
野
菜
や
草
花
な

ど
の
農
園
芸
の
作
業
学
習
に
取
り

組
み
、
そ
の
際
に
は
、
周
辺
の
農
家

の
方
々
に
作
物
栽
培
の
指
導
な
ど

を
お
願
い
し
、
近
隣
の
企
業
や
商
店

に
は
、
現
場
実
習
の
受
入
れ
に
も
積

極
的
に
協
力
い
た
だ
く
こ
と
を
考

え
て
い
る
。

議
員　

大
震
災
で
橋
り
ょ
う
が
通

行
止
め
に
な
る
な
ど
県
民
生
活
に

大
き
な
支
障
が
生
じ
、
改
め
て
筑
西

幹
線
道
路
を
早
期
整
備
す
る
重
要

性
が
認
識
さ
れ
た
。
仮
称
鬼
怒
川
新

橋
の
完
成
時
期
と
、
鬼
怒
川
右
岸
か

ら
国
道
一
二
五
号
に
至
る
区
間
の

状
況
も
含
め
た
本
路
線
の
整
備
見

通
し
は
。   

知
事　

国
・
県
・
市
が
連
携
し
て
事

業
を
進
め
て
お
り
、
一
本
松
茂
田
線

や
柳
橋
恩
名
線
、
小
貝
川
の
橋
は

平
成
二
十
年
代
中
頃
の
供
用
を
目

指
し
て
い
る
。
仮
称
鬼
怒
川
新
橋
は

十
一
月
下
旬
に
鬼
怒
川
大
橋
と
し

て
供
用
す
る
見
込
み
。
鬼
怒
川
大
橋

か
ら
国
道
一
二
五
号
に
至
る
区
間

は
平
成
二
十
四
年
度
の
用
地
取
得

着
手
に
向
け
関
係
二
市
町
と
取
り

組
ん
で
い
く
。 

議
員　

二
〇
二
〇
年
夏
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
東
京
都
が
立
候
補
し
た

が
、
大
震
災
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
国
民
が
一

つ
に
な
る
こ
と
が
不
可
欠
。
茨
城
県

に
は
、
東
京
都
と
東
北
地
方
と
を
結

ぶ
役
割
が
期
待
さ
れ
る
。
東
京
開
催

へ
の
期
待
と
招
致
支
援
の
考
え
は
。

知
事　

本
県
開
催
の
国
体
の
翌
年

に
あ
た
り
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の

新
た
な
目
標
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
貢
献
す
る
。
都
か
ら
要
請
は
来

て
い
な
い
が
、
仮
に
東
京
で
開
催
さ

れ
れ
ば
、
本
県
に
も
競
技
会
場
や

キ
ャ
ン
プ
地
な
ど
の
利
用
の
ほ
か
、

観
光
振
興
や
地
域
の
活
性
化
な
ど

の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
招
致
に
は

積
極
的
に
協
力
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
中
国
天
津
市
と
の
環
境

協
力
、
茨
城
空
港
の
就
航
対
策
、
新

規
就
農
者
の
育
成
な
ど
も
質
問
）

境
特
別
支
援
学
校
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

地
域
の
資
源
を
活
用
し
働
く
力
を
育
成

高
崎
進
議
員
（
公
明
）

本
県
の
津
波
浸
水
想
定
区
域
図
は
、

延
宝
房
総
沖
地
震
を
想
定
し
て
作

成
さ
れ
た
。
歴
史
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
海
岸
部
の
詳
細
調
査
を
行
う
な

ど
、
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。
日
本
原
子
力
発
電（
株
）東
海

第
二
発
電
所
の
運
転
再
開
に
は
、
県

民
の
不
安
払
拭
が
第
一
。
運
転
再
開

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

知
事　

専
門
家
に
よ
る
委
員
会
を

新
た
に
設
置
し
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性

を
考
慮
し
た
最
大
級
の
津
波
に
つ

い
て
検
討
し
て
も
ら
う
。
そ
の
検
討

結
果
や
今
後
公
表
さ
れ
る
国
の
中

央
防
災
会
議
の
報
告
な
ど
を
踏
ま

え
、
津
波
浸
水
想
定
区
域
図
の
見

直
し
を
早
期
に
図
っ
て
い
く
。
東
海

第
二
発
電
所
の
運
転
再
開
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
原
子
炉
や
地
震
・
津

波
の
専
門
家
な
ど
か
ら
な
る
県
原

子
力
安
全
対
策
委
員
会
の
検
証
結

果
や
、
県
原
子
力
審
議
会
の
意
見
、

国
や
他
県
の
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
、

県
議
会
や
地
元
自
治
体
と
十
分
に

協
議
し
て
判
断
し
て
い
く
。

議
員　

県
民
な
ど
か
ら
の
寄
附
金

十
七
億
円
を
積
み
立
て
た
震
災
復

興
基
金
が
創
設
さ
れ
る
が
、
そ
の
規

模
や
活
用
の
仕
方
は
十
分
で
は
な

い
。
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
な

ど
、
国
の
制
度
の
対
象
に
な
ら
な
い

被
災
者
支
援
策
へ
活
用
す
べ
き
。

知
事　

今
後
、
国
の
支
援
を
前
提

に
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の

対
象
と
な
ら
な
い
住
宅
被
害
へ
の

助
成
や
、
国
庫
補
助
の
対
象
と
な
ら

な
い
医
療
施
設
な
ど
の
復
旧
に
対

す
る
補
助
な
ど
、
既
存
の
制
度
で
は

対
応
で
き
な
い
よ
う
な
被
災
者
支

援
対
策
へ
の
活
用
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

議
員　

点
字
図
書
館
は
、
設
置
か
ら

三
十
八
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
ほ
か
、
施
設
が
手
狭
に
な

る
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
施

設
の
機
能
を
見
直
す
検
討
会
を
立

ち
上
げ
、
整
備
方
針
を
示
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

知
事　

視
覚
障
害
者
の
団
体
な
ど

か
ら
施
設
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

よ
う
要
望
を
受
け
て
い
る
。
一
方
、

弱
視
の
高
齢
者
も
複
製
録
音
図
書

の
利
用
が
可
能
に
な
っ
た
。
今
後
、

有
識
者
に
よ
る
検
討
会
を
立
ち
上

げ
、
情
報
提
供
の
あ
り
方
や
施
設
整

備
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
学
校
・
警
察
施
設
の
耐
震

化
、 

文
化
芸
術
の
振
興
な
ど
も
質
問
）

津
波
浸
水
想
定
区
域
図
に
つ
い
て
は

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
考
慮
し
た
最
大
級
の
津
波

に
つ
い
て
検
討
し
早
期
に
見
直
し
を
図
る

津波による甚大な被害（大洗町）

国の交付金を活用した
病院の耐震化工事の様子

来春開校する境特別支援学校（境町）

県では福島第一原子力発電所事故を受けて、
県内44市町村359地点で、平成23年産米の
放射性物質検査を実施したところ、

茨城県産米の安全性が確認されました   

※農林水産物の放射性物質検査結果は、茨城県のホームページ
　（http://www.pref.ibaraki.jp/）で公開されています。

すべての地点において暫定規制値
（放射性セシウム500ベクレル /kg）
を大幅に下回り安全性が確認されました。
安心しておいしくお召し上がりください。

胸像の設置
8 月 1 日、山口武平県議会名
誉議員から県議会に同議員の
胸像（日本芸術院会員 能島征
二氏制作）が寄贈されたので、
同議員の功績の紹介とともに、
議会 PR コーナー（1F）に設
置しました。

絵画の寄贈
8月29日、日展評議員の洋画家
磯崎俊光氏から県議会に絵画
「森影 （しんえい）」(サイズ
F130号）の寄贈があり、議員
室に掲額するとともに、田山
議長から氏に対し感謝状を贈
呈しました。


